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秋
山
中
乍
校
新
設
計
画
は
関

係
者
の
協
力
か
僻
て
Ⅲ
洲
に
進

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
敷
地
は

南
原
地
内
（
駒
水
原
。
ハ
ス
停
留

所
東
）
の
台
地
八
八
三
亦
坪
で

あ
る
が
、
祠
γ
術
氏
、
石
平
三

郎
氏
、
石
井
新
一
氏
、
祠
井
健

男
氏
、
鈴
木
永
造
氏
、
而
俊
一

郎
氏
向
洋
炭
砿
所
有
の
山
林
及

び
沼
田
信
夫
氏
、
石
井
制
吉
氏

所
有
の
畑
地
の
買
収
交
換
に
よ

っ
て
決
定
し
た
も
の
で
前
記
各

氏
の
理
解
と
協
力
は
感
謝
の
Ｌ

た
り
で
あ
る
。

こ
の
敷
地
は
南
面
に
急
傾
斜

秋
山
中
学
校

整
地
工
事
進
む

、
Ｌ
Ｂ
Ｐ｝

I 韓溌識瀞

が
あ
り
表
面
は
小
丘
陵
の
凸
凹

が
あ
っ
て
神
荊
な
方
法
で
鯉
期

間
の
整
地
は
Ⅷ
雌
で
あ
る
の
で

勝
田
自
衛
隊
施
設
数
導
大
隊
に

申
諭
し
繼
械
力
に
よ
る
能
率
作

業
を
計
山
し
た
と
こ
ろ
同
大
隊

の
厚
意
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
作

業
隊
二
五
名
と
ド
ー
ザ
ー
五
台

が
派
泄
さ
れ
仙
に
陸
曹
候
補
生

三
五
名
の
学
生
が
加
わ
り
昼
夜

兼
行
の
突
貫
作
業
が
展
開
さ
れ

た
。
雨
と
粘
満
性
士
質
に
な
や

ま
さ
れ
た
り
工
事
途
中
か
ら
花

崗
岩
の
大
石
が
数
多
く
出
た
り

し
て
難
工
事
と
な
っ
た
が
田
口

昭
和
三
十
年
よ
り
新
生
活
改

善
の
一
環
と
し
て
「
月
お
く
れ

盆
と
新
正
月
の
実
施
」
を
提
唱

し
て
参
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
市

民
各
位
の
御
理
解
と
御
協
力
と

に
よ
り
強
力
に
推
進
さ
れ
、
昭

和
三
十
五
年
か
ら
は
全
市
民
が

一
致
団
結
の
も
と
に
実
施
す
べ

き
段
階
に
到
達
し
た
も
の
と
の

推
察
の
も
と
に
、
七
月
十
三
日

区
長
、
世
話
人
（
連
絡
員
）
、

お
寺
関
係
、
各
事
業
所
代
表
、

商
工
会
関
係
、
公
民
館
長
、
単

位
婦
人
会
、
単
位
青
年
会
、
そ

の
他
各
和
関
係
機
関
団
体
代
表

者
等
多
数
の
方
点
に
市
役
所
に

御
参
集
を
願
い
協
議
い
た
し
ま

し
た
と
こ
ろ
盆
は
新
暦
の
八
月

十
三
日
、
十
四
日
、
十
五
日
。

正
月
も
新
暦
の
一
本
で
完
全
実

施
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
市
民

各
位
の
御
協
力
を
御
願
い
致
し

隊
長
以
下
隊
員
の
豆
￥
晒
動

に
よ
っ
て
予
定
通
り
進
＃
し
七

月
未
完
成
の
見
込
み
と
な
っ
た

校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

三
階
建
九
一
○
坪
三
年
継
続
事

業
と
し
才
一
年
次
分
三
二
○
坪

を
本
年
九
月
末
着
工
す
る
予
定

で
準
怖
を
進
め
て
い
る
。
東
小

秋
山
小
の
建
築
経
賦
を
生
か
し

先
進
中
学
校
の
校
舎
を
参
考
と

し
創
意
と
工
夫
を
加
え
て
中
学

今
年
か
ら
お
盆
は

新
暦
八
月
十
三
日
て

’

ま
す
。な
お
市
当
局
と
し
て
は
隣
接

市
町
村
に
対
し
強
力
な
仇
き
か

け
を
い
た
し
ま
す
が
、
各
位
に

お
か
れ
て
も
遠
方
の
親
類
、
親

等
に
は
暑
中
見
舞
等
出
す
折
り

に
そ
の
旨
御
知
ら
せ
し
て
お
か

れ
る
よ
う
御
願
い
致
し
ま
す
。

当
日
の
協
議
の
中
か
ら

○
月
お
く
れ
盆
（
八
月
十
三
日

十
四
日
、
十
五
日
）
に
つ
い
て

１
、
な
ぜ
月
お
く
れ
盆
を
実
施

し
た
方
が
よ
い
か
は
、
現
在

わ
た
く
し
達
は
大
陽
暦
に
よ

っ
て
生
活
設
計
を
立
て
生
活

を
営
ん
で
お
り
旧
暦
に
対
す

る
観
念
が
若
い
人
達
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
年
寄
り
達
で
さ

え
薄
ら
い
つ
つ
あ
る
し
、
農

事
も
年
中
で
一
番
閑
期
に
当

る
の
で
地
域
性
か
ら
見
て
妥

当
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
学
校

も
夏
休
中
な
の
で
子
供
達
と

校
教
育
推
進
に
好
適
な
校
舎
の

建
築
に
努
力
し
て
関
係
者
各
位

の
御
協
力
に
お
応
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

目
下
秋
山
中
学
校
は
高
萩
中

の
校
舎
に
よ
っ
て
分
散
教
育
を

実
施
し
て
い
る
の
で
一
日
も
早

く
校
舎
の
新
設
を
い
た
し
た
い

の
で
な
お
此
の
上
と
も
市
民
各

位
の
御
協
力
を
願
い
ま
す
。

一
緒
に
ゆ
っ
た
り
し
に
気
分

で
先
祖
を
ま
つ
る
こ
と
が
出

来
る
。

２
、
い
か
に
地
域
性
か
ら
と
は

い
え
高
萩
市
だ
け
が
「
月
お

く
れ
盆
」
を
実
施
す
る
の
で

は
意
味
が
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
既
に
次
の
各
市
に
お

い
て
は
実
施
し
て
い
る
の
で

す
。
宇
都
宮
、
千
葉
、
仙
台

福
島
、
平
か
ら
北
茨
城
に
至

る
各
市
。

Ｂ
、
各
家
庭
に
お
い
て
行
う
こ

と
を
何
も
一
本
化
す
る
必
要

は
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

人
も
あ
り
ま
し
た
が
、
新
暦

（
七
月
十
三
日
）
月
お
く
れ

（
八
月
十
三
日
）
旧
暦
（
今

年
は
九
月
三
口
）
の
三
本
建

で
は
い
ろ
い
ろ
な
面
で
不
便

を
感
ず
る
の
で
や
は
り
ゑ
ん

な
の
協
力
に
よ
っ
て
一
本
化

し
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す

○
新
正
月
実
施
に
つ
い
て

現
在
殆
ん
ど
の
地
区
が
実
施

し
て
お
り
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
問
題
な
く
全
員
一
致
で
来
年

か
ら
は
新
正
月
一
本
で
実
施
ず

る
こ
と
に
決
定
し
た
。

○
そ
の
他
に
つ
い
て

正
月
や
盆
ば
か
り
で
な
く
、

そ
の
他
の
行
事
（
七
夕
、
節
句

等
）
に
つ
い
て
も
一
本
化
す
る

よ
う
要
望
が
あ
っ
た
の
で
松
討

の
上
、
後
日
協
議
を
お
願
い
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で

そ
の
節
侭
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
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－
南
米
方
面
の
移
住
者
を
募
集

一
軸
垂
唾
鋤
磁
↓
や
間
の
募
集

》
予
定
か
あ
り
希
望
の
土
地
に

…

１

今

Ⅱ
高
萩
市
青
少
年
補
導
推
進
委
員
会
Ⅱ

こ
ど
も
の
幸
福
を
図
る
た
め
い
て
行
い
ま
す
か
ら
月
間
連
動

五
月
一
日
か
ら
五
日
三
十
一
日
に
引
き
続
き
御
父
兄
方
の
御
協

ま
で
の
一
、
月
間
を
青
少
年
保
謹
力
を
亜
ね
て
御
願
い
申
し
上
げ

育
成
連
励
児
童
掘
祉
月
間
と
定
ま
す
。

め
、
各
種
の
事
業
を
実
施
い
た
⑪
路
上
の
遊
戯
の
禁
止

し
た
と
こ
ろ
各
関
係
者
並
に
父
②
未
成
年
者
の
飲
酒
、
喫
煙

兄
各
位
の
御
協
力
を
得
て
か
な
お
よ
び
射
幸
的
遊
技
場
へ

り
の
成
果
を
収
め
得
ま
し
た
こ
の
立
入
禁
止

と
を
厚
く
御
礼
申
じ
上
げ
ま
す
③
深
夜
の
外
室
の
禁
止

な
お
本
運
動
が
終
了
し
た
後
側
青
少
年
に
悪
影
響
を
お
よ

も
犯
罪
の
上
卦
す
る
季
節
に
な
ぽ
す
よ
う
な
映
画
、
演
削

り
ま
す
の
で
、
非
行
防
止
活
動
出
版
物
、
テ
レ
ビ
、
放
送

の
強
化
を
図
る
た
め
、
特
に
次
等
か
ら
の
善
導
。

の
点
に
重
き
を
お
き
バ
ッ
チ
を

○
標
語
入
選
者

着
章
せ
る
補
導
、
推
進
委
員
に

よ
る
校
外
補
導
を
各
支
部
に
お
さ
き
に
御
応
募
い
た
だ
き
ま
し

海外移住者募集

一
、
二
八
○
世
州

石
川
島
造
船
工
一
七
二
名

囎
和
工
業
三
○
名

ア
ル
ト
パ
ラ
ナ

ニ
四
○
世
帯

非
行
防
止
の
活
動
狸
化

移
住
で
き
ま
す
。

希
望
者
は
産
業
課
へ
申

出
下
さ
い
・

重
な
も
の
は
次
の
よ
う

で
す
。北
部
ブ
ラ
ジ
ル

一
○
○
世
帯

中
部
ブ
ラ
ジ
ル
八
九
世
帯

南
部
ブ
ラ
ジ
ル

１

移
住
先
の
内
容
は
各
種
あ
り

ま
す
が
自
営
開
拓
、
雇
用
、

分
舗
等
で
あ
り
、
自
営
開
拓

に
は
、
一
○
町
、
一
三
町
、

一
五
町
、
二
○
町
、
二
五
町
、

三
○
町
等
の
開
拓
で
資
金
は

無
倣
の
も
の
年
賦
償
還
、
頭

金
五
万
円
、
五
十
万
以
上
種

々
あ
り
ま
す
。

移
民
の
時
期
に
つ
い
て
は
毎

月
あ
り
ま
す
。

移
住
先
に
よ
っ
て
は
未
定
の

も
の
も
あ
る
の
で
巾
川
の
際

詳
細
申
上
げ
ま
す
。

の
ブ
ラ
ジ
ル
は
吾
灸
Ｈ
本

の
移
住
を
測
手
を
朧
げ
て

っ
て
い
ま
す
。

の
二
十
四
倍
人
側
六
千
万
人

附
米
の
拡
大
な
土
地
で
日

ア
ル
ゼ

ポ
リ
ビ

チ
ン

五
四
世
帯

六
○
世
帯

…
待人人本、

メ
ミゴ、〃一V挙一一～

た
標
語
に
つ
い
て
は
選
衡
会
を

開
い
て
選
衡
い
た
し
ま
し
た
と

こ
ろ
次
の
方
た
が
入
選
い
た
し

ま
し
た
。

一
位
成
島
一
郎

み
ん
な
の
子
正
し
い
愛
と
よ

い
補
導

二
位
大
内
典
子

良
し
悪
し
と
云
う
よ
り
先
に

Ⅱ
代
議
士
選
挙
は
眞
剣
に
Ⅱ

▽
新
安
保
採
決
を
め
ぐ
る
世
さ
れ
る
の
か
と
い
う
と
、
李
承

論
に
よ
る
と
、
岸
政
権
は
李
承
晩
は
昭
和
三
十
三
年
に
、
国
家

晩
同
様
に
、
議
会
政
治
を
ふ
象
保
安
法
を
提
条
し
た
と
き
、
こ

に
じ
っ
た
と
い
う
。
の
法
案
に
反
対
す
る
野
静
〕
民
主

で
は
、
な
ぜ
そ
の
様
に
非
難
党
議
員
に
す
わ
り
弧
、
亡
し

高
萩
市
森
林
組
合
が
発
足
し

当
分
の
間
市
役
所
産
業
課
内
に

お
い
て
森
林
法
に
関
す
る
事
務

の
一
切
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。今
後
森
林
に
関
す
る
諸
手
続

き
は
森
林
組
合
が
行
う
の
で
連

問
い
の
な
い
よ
う
ご
注
意
下
さ

尚
森
林
組
合
の
役
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

組
合
長
理
事
石
平
衛

理
事

安
村
鰭
堀
田
富
寿

大
部
重
高
鈴
木
勝
正

大
高
新
一
郎
神
代
虎
五
郎

鈴
木
重
光
松
下
栄

鈴
木
済
二
郎
大
部
善
維
寿

国
会
を
思
う

森
林
組
合
発
足

’
大
部
薫
富
田
良
太

茂
又
蕪
鈴
木
重
志

鈴
木
已
之
太
郎

渡
辺
吉
備
太
郎

○
昭
和
三
十
六
年
度
に
造
林

を
行
う
方
は
九
月
三
十
日
ま
で

に
造
林
計
画
書
を
捉
出
し
て
下

さ
い
。○
昭
和
三
十
五
年
度
に
植
林

を
行
っ
た
方
は
至
急
補
助
金
申

請
雪
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

○
森
林
の
伐
採
届
及
び
伐
採

申
請
苔
の
手
数
料
は
次
の
と
お

り
で
す
。
組
合
員
五
○
円

組
合
員
以
外
一
○
○
円

愛
の
手
を

三
位
佐
々
尾
静
枝

親
の
勉
強
よ
い
子
を
つ
く
る

佳
作
大
内
典
子

青
少
年
に
与
え
よ
希
望
愛
の

手
で
佳
作
高
橋
星
惰

仁
慈
節
義
こ
れ
で
守
ろ
う
あ

の
子
も
こ
の
子
も

ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
与
党
自
由

党
の
李
起
鵬
議
長
が
、
警
官
の

出
動
を
要
請
し
た
の
で
、
警
官

隊
が
、
す
わ
り
込
み
議
員
を
引

っ
ぱ
り
出
し
て
、
院
内
の
休
憩

室
に
軟
禁
し
、
そ
の
あ
い
だ
に

与
党
の
自
川
党
議
員
が
本
会
議

場
に
は
い
っ
て
、
国
家
保
安
法

を
単
独
採
決
で
成
立
さ
せ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
。

▽
ま
た
岸
政
椎
に
お
い
て
は

本
年
五
月
十
九
日
朝
か
ら
衆
院

で
、
新
安
保
条
約
の
強
行
採
決

の
方
針
を
固
め
、
こ
れ
を
実
行

力
で
阻
止
す
る
野
党
と
激
し
い

攻
防
を
つ
づ
け
た
が
、
清
瀬
衆

院
議
長
は
自
民
党
の
方
針
通
り

つ
い
に
院
内
に
警
官
隊
を
導
入

議
長
室
前
を
占
拠
す
る
社
会
党

議
員
の
。
コ
ポ
ウ
抜
き
に
か
か
り

乱
闘
の
結
巣
、
社
会
党
議
員
を

議
長
室
前
か
ら
排
除
し
、
自
民

党
の
単
独
審
議
で
、
二
十
日
午

前
零
時
か
ら
の
本
会
議
に
お
い

て
、
新
安
保
条
約
を
議
決
し
た

た
だ
し
こ
の
場
合
、
自
民
党

の
反
主
流
派
は
大
半
欠
席
し
た

の
で
、
正
確
に
い
え
ば
自
民
党

の
主
流
派
が
〃
単
独
採
決
〃
を

や
っ
た
と
い
う
。

▽
だ
か
ら
岸
政
権
は
李
承
晩

な
み
に
非
難
さ
れ
る
の
で
あ
ろ

う
が
、
蒋
官
導
入
に
つ
い
て
は

先
進
国
の
議
会
政
治
に
は
全
く

な
い
こ
と
な
の
で
、
ア
メ
リ
カ

の
圃
務
省
で
も
「
日
本
国
会
の

警
官
導
入
は
意
外
」
と
、
び
っ

く
り
し
た
と
い
う
。

ま
た
韓
国
暴
動
後
の
郭
尚
勲

国
会
議
長
（
民
主
党
）
は
「
日

本
の
国
会
で
警
官
を
議
場
に
入

れ
て
安
保
条
約
を
通
し
た
そ
の

手
続
き
は
感
心
で
き
な
い
、
あ

の
や
り
方
は
、
わ
れ
わ
れ
も
か

つ
て
経
験
し
た
暴
力
的
や
り
方

で
あ
る
」
と
日
木
人
記
者
に
語

っ
た
と
い
う
。

▽
と
こ
ろ
で
岸
政
権
を
し
て

単
独
採
決
に
追
い
こ
ん
だ
新
安

保
条
約
の
性
格
は
ど
う
か
と
い

う
と
、
ア
メ
リ
カ
で
は
国
防
省

が
重
視
し
て
い
る
「
十
年
間
日

木
に
基
地
が
持
て
る
」
と
い
う

点
に
あ
り
、
わ
か
国
の
世
論
は

「
今
後
十
年
間
国
民
の
運
命
を

た
く
す
条
約
で
あ
る
か
ら
、
正

体
不
明
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
点
に

あ
る
様
だ
が
、
衆
院
に
お
い
て

は
、
国
民
が
納
得
す
る
ま
で
話

し
合
い
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
は
残
念
に
思
う
。

▽
と
も
あ
れ
新
安
保
単
独
採

決
を
め
ぐ
っ
て
、
わ
が
国
の
議

会
政
治
、
つ
王
り
「
話
し
合
い

の
政
治
」
の
か
げ
が
薄
く
な
っ

た
こ
と
は
感
心
で
き
な
い
。

し
か
し
人
の
問
題
を
解
決
し

な
い
か
ぎ
り
「
話
し
合
い
の
政

治
」
は
改
善
で
き
る
も
の
で
は

な
い
の
で
、
代
議
士
の
選
挙
に

つ
い
て
は
、
も
っ
と
深
い
関
心

を
も
ち
、
各
党
派
の
動
き
を
見

た
上
で
、
国
際
的
に
も
良
識
あ

る
人
を
選
ば
な
い
と
、
わ
が
国

の
民
主
々
義
と
議
会
政
治
は
、

根
本
か
ら
崩
壊
し
、
私
達
の
生

命
も
財
産
も
保
証
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
と
私
は
思

》
ｈ
ノ
。

高
萩
市
選
挙
管
理
委
員

神
長
吉
術

－248(2)一
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I 矛
二
回
高
萩
市
議
会
定
例
会

は
去
る
六
月
二
十
七
冊
午
前
九

時
か
ら
開
会
七
月
一
日
ま
で
の

五
日
間
の
会
期
を
以
っ
て
市
役

所
市
哉
会
議
場
で
行
わ
れ
た
。

本
会
識
才
一
日
の
二
十
七
日

に
議
会
提
川
議
案
の
朗
読
並
び

に
内
容
説
明
が
あ
り
つ
づ
い
て

議
案
に
対
ず
る
質
疑
応
答
を
行

っ
た
。
本
会
議
オ
ニ
日
の
二
十
八
日

は
引
き
つ
づ
い
て
全
碓
案
の
質

疑
が
行
わ
れ
午
後
二
時
質
疑
を

終
結
、
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該

常
任
委
員
会
え
付
託
し
た
。
本

会
議
散
会
後
産
業
経
済
委
員
会

と
文
教
厚
生
委
員
会
を
開
催
、

来
る
八
月
二
十
七
日
、
二
演
芸
、
音
楽
、
映
画
、
誹
波
し
た
の
で
市
民

十
八
日
の
両
日
高
萩
高
等
学
並
び
に
受
信
機
の
相
談
、
各
御
利
川
を
お
奨
め

枝
に
於
い
て
、
術
生
や
文
化
秘
の
展
示
会
等
を
含
め
て
、
＠
相
談
内
容

や
慰
安
に
恵
ま
れ
な
い
へ
き
地
域
社
会
に
対
す
る
総
合
的
健
康
相
談
、
農

地
で
、
健
康
相
談
（
診
療
）
な
ス
。
ヘ
シ
ャ
ル
イ
・
ヘ
ン
ト
と
蓄
相
談
、
受
信

を
行
つ

夏
の
一
日
を
皆
さ
ん
と
と
も
に

て
術
生

環
境
の
ｌ
ｌ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
夏
季
移
動
相
談
開
設
Ｉ

向
上
を

図
る
一
方
、
法
律
、
農
事
、
し
て
開
催
し
、
あ
わ
せ
て
主
青
少
年
州
談
、

納
税
、
貯
蓄
及
び
青
少
年
の
催
後
扱
団
体
の
公
共
性
を
周
騨
境
術
生
相
談

問
題
等
、
各
部
門
に
わ
た
り
知
す
る
。
と
い
う
趣
旨
の
も
間
）
美
容
体
操

直
接
生
活
に
結
び
つ
い
た
相
と
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
画
川
移
励
相
談
誇
鐸
試
鮴
醗
熈

談
と
指
導
を
行
い
そ
の
ほ
か
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
十
八
日
の
い
づ

才
二
回
定
例
市
議
会

昭
和
三
十
五
年
度
追
加
更
正
予
算
等

七
議
案
を
可
決

そ
れ
ぞ
れ
当
該
議
案
の
零
査
を

行
っ
た
。

二
十
九
日
午
前
九
時
か
ら
建

設
委
員
会
、
午
後
一
時
か
ら
総

務
委
員
会
を
開
い
て
当
該
議
案

の
零
査
を
行
っ
た
。

三
十
日
休
会

本
会
識
才
三
日
の
七
月
一
日

午
前
九
時
よ
り
会
議
を
再
開
し

陳
情
請
願
書
並
び
に
付
託
議
案

に
対
し
て
各
部
常
任
委
員
長
か

ら
委
員
会
の
群
査
の
経
過
並
び

に
結
果
の
報
告
が
あ
っ
た
。
つ

づ
い
て
委
員
長
に
対
す
る
質
疑

討
論
を
行
い
識
案
採
決
の
結
果

全
識
案
を
委
員
長
報
告
よ
お
り

可
決
承
認
し
た
。

』
…

１
１
１

本
会
提
出
の
議
案
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

議
案
才
三
二
号
昭
和
三
十

五
年
度
高
萩
市
才
入
才
出
追
加

更
正
予
算
に
つ
い
て

（
才
入
）

○
市
税
七
九
九
、
八
○
○
円

○
地
方
交
付
税

一
○
四
六
、
○
○
○
門

○
国
庫
支
出
金
三
四
二
、
六
七
○
円

内
教
育
喪
負
担
金

一
四
○
門

失
業
対
兼
事
業
費
補
助

二
九
五
、
二
○
○
円

教
育
賀
補
助
四
七
、
三
三
○
円

、
く
Ｊ
３
５
の
皆

致
し
は事
相
機
相

れこ映、 ／一、生

か十ui婦以活
談
、
貯

談
、
展

一
ホ
ム
室
、

法
律
相

談
、
納

税
相
談

相
談
通

上
二
日

人
番
組

△
云
、
↑
云

七
、
二

一
日
）

さ
ん
の

ま
す
。

…

○
県
支
出
金

九
七
、
廼
円

内
産
業
経
済
費
補
助

四
五
、
六
○
○
円

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
委

託
金
五
一
、
七
七
七
円

○
寄
附
金
二
○
五
、
六
○
○
円

内
産
業
経
済
費
寄
附

四
五
、
六
○
○
円

教
育
費
寄
附

一
五
○
、
○
○
○
円

消
防
費
寄
附
一
○
、
○
○
○
円

○
繰
越
金
三
、
二
三
三
、
七
四
二
円

前
年
度
繰
越
金

○
雑
収
入
一
、
○
一
○
、
五
六
六
円

内
納
付
金
六
七
、
四
九
○
円

雑
入
四
七
六
円

転
貸
金
戻
入

九
四
二
、
六
○
○
円

○
市
債
九
二
○
、
○
○
○
円

興
農
資
金
転
貸
債

合
計
前
回
ま
で
の
累
計
額

二
三
三
、
八
五
六
、
一
一
○
円

今
回
の
追
加
更
正
額

七
、
六
五
五
、
七
五
五
円

才
入
総
額

二
四
一
、
五
一
言
八
六
五
円

（
才
出
）

○
消
防
費
一
○
、
○
○
○
円

サ
イ
レ
ン
取
付
工
事
費

○
土
木
費
一
、
．
八
八
八
、
○
○
○
円

内
事
務
費
八
、
○
○
○
円

道
路
維
持
修
繕
費

一
、
五
六
○
、
○
○
○
円

橋
梁
維
持
修
繕
費

三
三
○
、
○
○
○
円

○
教
育
費
一
、
一
三
二
、
一
五
○
円

内
小
校
校
費
二
八
一
、
五
二
○
円

中
学
校
費
二
八
○
、
一
八
○
円

学
校
保
健
費

一
九
六
、
三
六
○
円

新
設
中
学
校
営
繕
費

三
七
四
、
○
九
○
円

○
社
会
及
労
仇
施
設
費

四
二
九
、
三
一
二
円

失
業
対
策
事
業
費

四
二
六
、
三
一
二
円

国
民
年
金
事
務
取
扱
費

三
、
○
○
○
円

○
産
業
経
済
費

一
、
六
九
六
、
七
○
○
円

内
土
壌
線
虫
防
除
薬
品
代

九
一
、
二
○
○
円

勧
業
費一
六
○
、
○
○
○
円

新
艇
村
建
設
綜
合
対
策
費

八
、
五
○
○
円

Ｃ
財
産
徴
二
五
八
、
五
○
八
円

○
統
計
調
査
費五
一
、
七
七
七
円

○
公
債
費
九
四
二
、
六
○
○
円

○
諸
支
出
金二
一
八
、
七
○
八
円

合
計
前
回
ま
で
の
果
計
額

二
三
三
、
八
五
六
、
二
○
円

今
回
の
追
加
更
正
額

七
、
六
五
五
、
七
五
五
円

才
出
合
計

二
四
一
、
五
二
、
八
六
狂
円

議
案
矛
三
三
号
予
算
外
義

務
負
担
に
つ
い
て

本
件
は
昭
和
三
十
五
年
度
興

農
資
金
融
資
要
綱
に
よ
り
県
か

ら
こ
ん
に
や
く
敗
売
改
善
資
金

と
し
て
百
蕊
円
以
内
を
市
が
借

り
う
け
生
産
者
に
対
し
て
転
貸

す
る
た
め
の
事
件
決
議
で
あ
る

議
案
才
三
四
号
予
算
外
義

務
負
担
に
つ
い
て

本
県
も
同
概
肉
豚
共
同
出
荷

促
進
資
金
を
転
貸
す
る
た
め
の

事
件
決
議
で
あ
る

議
案
才
三
五
号
高
萩
市
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
選
任
の

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
．
つ
い
て

高
萩
市
大
字
櫛
川
四
六
二
番
地

豊
田
清
明

明
治
四
十
年
四
月
五
日
生

議
案
才
三
六
号
高
萩
市
工

場
誘
致
条
例
の
・
一
郎
改
正
に
つ

い
て期
件
は
工
場
誘
致
条
例
の
才

五
条
に
か
か
る
免
税
申
請
手
続

き
に
関
す
る
一
部
を
改
め
た
も

の
で
あ
る

報
告
才
一
号
専
決
処
分
事

項
の
報
告
に
つ
い
て

本
件
は
高
萩
陸
橋
負
担
金
二

百
八
十
菌
五
千
円
と
当
初
議
決

し
た
黒
牛
導
入
資
金
の
予
算
外

義
務
負
担
の
利
率
、
償
還
方
法

等
の
変
更
を
専
決
処
分
し
た
報

告
事
項
で
あ
る

議
案
才
三
七
号
昭
和
三
十

五
年
度
高
萩
市
才
入
才
出
追
加

予
算
に
つ
い
て

本
追
加
は
幼
稚
園
及
び
保
育

所
の
児
童
に
か
か
る
学
校
安
全

会
費
の
追
加
で
こ
れ
は
学
校
安

全
会
法
に
基
い
て
今
回
新
た
に

設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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農
業
委
員
会
は
各
種
関
係
機

関
の
協
力
を
得
て
昭
和
三
十
五

年
八
月
一
日
現
在
を
も
っ
て
農

家
台
帷
を
作
成
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
日
的
は
昨
年
艇
林
大
臣

よ
り
股
村
の
振
興
計
凹
を
ど
の

よ
う
に
樹
立
す
る
か
と
云
う
こ

と
で
各
都
道
府
県
農
業
会
議
及

び
市
町
村
農
業
委
員
会
に
諮
問

さ
れ
各
々
市
町
村
の
実
情
を
答

申
し
た
結
果
、
農
家
一
戸
二
戸

の
営
農
条
件
を
調
べ
て
、
農
業

の
振
興
計
画
の
樹
立
と
推
進
上

の
、
ま
た
農
政
活
動
の
基
礎
資

料
と
し
て
洲
在
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

訓
恋
の
方
法
は
洲
査
員
が
各

戸
を
訪
問
し
て
叩
取
り
調
査
記

入
し
ま
す
、
塒
に
こ
の
洲
査
は

集
計
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
大

い
に
活
川
い
た
し
ま
す
が
仙
人

の
分
に
つ
い
て
ば
絶
対
に
発
表

し
ま
せ
ん
か
ら
税
金
な
ど
に
は

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
の
内
容
と
記
載
項
目
は

従
来
の
農
業
政
雛
、
又
は
農
業

振
興
施
節
は
平
均
的
な
中
農
家

を
対
象
ど
し
て
政
策
を
た
て
て

来
た
の
で
農
家
共
通
の
利
益
に

な
る
よ
う
に
ゑ
え
る
が
、
実
際

に
は
、
地
域
と
階
層
又
は
営
農

形
態
に
よ
っ
て
大
差
が
あ
る
の

で
こ
れ
を
分
騏
し
て
調
査
し
ま

に
は
、
地
域
と
階

形
態
に
よ
っ
て
大

で
こ
れ
を
分
瓢
し

す
。

］

世
帯
お
よ
び
常
雁
の
状
況

農
家
台
帳
の
作
成
に
つ
い
て

お
願
い
…
…
…
：
．

侭一
手÷

高
萩
警
察
署
で
は
、
市
内
の

中
心
繁
華
街
で
あ
る
春
日
町
、

大
和
町
、
本
町
方
面
に
お
け
る

各
種
犯
罪
、
交
通
事
故
、
泥
酔

者
な
ど
の
事
件
覗
故
の
激
増
に

対
処
し
て
、
今
ま
で
駅
前
派
出

所
に
は
、
警
官
一
名
．
が
配
世
さ

れ
て
い
た
が
、
六
月
一
ｎ
か
ら

七
名
に
墹
負
し
、
こ
れ
を
三
部

制
に
し
て
、
界
．
夜
左
Ⅲ
わ
ず
、

２
、
農
業
雇
入
れ
労
仇
の
状
況

３
、
土
地
の
所
有
及
経
営
状
況

４
、
経
営
耕
地
の
団
地
別
、
筆

別
の
立
地
条
件
、
士
峻
条
件

か
ん
排
水
、
災
害
条
件
等

５
、
主
な
る
農
器
具
の
所
右
及

び
使
用
状
況

６
、
農
用
施
設
、
家
畜
、
肥
料

評

市
内
治
安
の
万
全
を
期
し

高
萩
駅
前
交
番
新
設
さ
れ
る

、
凸
中
心
公
可
生
舜
諄
苓
写
訟
目

ゞ
，
舜
弛
斗
畢
》
鍵
蝉

蕊鍵》、悪▼ず蕊、蕊副審和。Ｊ黍峰』》一》》一』壱一｝
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舟
魂
日
矼
茂
・
孫
圭

展
ｆ
卜
嘩
認
羅
享
沙
．

冒苓：

蕊驚霧鷺辮

農
薬
、
飼
料
類
の
購
入
量
等

７
、
耕
種
、
養
畜
、
飼
養
並
に

生
産
状
況
等

概
ね
以
上
の
よ
う
な
調
査
と
な

り
ま
す
が
円
滑
な
る
洲
盗
を
凶

る
た
め
洲
在
狐
目
一
か
ら
七
ま

で
に
つ
い
て
昨
年
八
月
一
日
よ

り
七
川
三
十
一
Ⅱ
ま
て
の
一
年

間
に
つ
い
て
盤
肌
し
て
お
い
て

下
さ
い
。

又
耕
地
の
所
消
状
況
等
に
つ

い
て
も
我
が
家
の
耕
地
等
の
整

伽
も
あ
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す

体
祭
日
の
別
な
く
常
時
二
名
乃

至
三
名
が
勤
務
す
る
態
勢
を
整

え
て
、
市
内
の
治
安
維
持
に
飛

雁
的
強
化
を
は
か
り
紫
力
追
放

非
行
少
年
の
早
期
発
見
、
衲
導

交
皿
事
故
の
防
止
節
に
効
果
的

方
錐
を
強
力
に
推
進
し
て
い
る

市
民
の
協
力
を
望
む

Ⅱ
吉
成
署
長
談
Ⅱ議識#議蕊蕊

鐸

挿

縄

唖

詩
即
Ｍ
謎
肥
幹

‐

ふ

浄

段

● 識鍵…"灘

市
民
の
要
望
に
こ
た
え
て
、

今
回
高
萩
駅
前
巡
査
派
出
所
に

七
名
の
署
員
を
増
加
し
て
、
右

稗
犯
罪
の
捜
企
、
落
し
物
、
拾

い
物
の
受
付
、
地
埋
案
内
、
よ

っ
ぱ
ら
い
、
迷
子
等
の
保
灌
、

交
辿
の
指
導
収
締
り
Ⅲ
題
少
年

の
補
導
そ
の
他
警
察
各
般
の
任

務
を
処
理
さ
せ
る
こ
と
に
し
て

市
内
中
心
部
の
治
安
維
持
の
態

勢
を
一
段
と
強
化
し
て
、
秩
序

の
維
持
さ
れ
た
不
安
な
き
明
朗

な
高
萩
市
の
実
現
を
期
し
て
お

り
ま
す
が
、
以
上
の
任
務
を
な

し
と
げ
る
た
め
に
は
何
よ
り
も

市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
協

力
が
基
澁
と
な
る
の
で
、
事
件

事
故
等
発
生
の
際
は
進
ん
で
お

知
ら
せ
願
え
れ
ば
直
ち
に
現
場

へ
の
ぞ
ま
せ
て
早
期
解
決
を
図

り
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま

一
。

＠
所
得
税
の
予
定
納
税
は

期
限
内
に
願
い
ま
す

本
月
は
、
所
得
税
才
一
期
分

の
納
税
の
月
で
す
。

皆
さ
ん
の
お
手
も
と
に
は
既

に
予
定
納
税
額
通
知
書
が
届
い

て
お
る
は
ず
で
す
か
ら
近
く
送

付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
期
限

内
（
本
年
は
七
月
一
日
よ
り
八

月
一
日
ま
で
）
に
納
付
下
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

期
限
を
忘
れ
た
り
納
税
準
備

を
怠
っ
た
り
し
て
利
一
↓
や
、

延
滞
加
算
税
な
ど
余
雫
、
負
担

税
務
署
だ
よ
り

ハーミ一一一一、》ソ》、》

こ
の
た
び
十
月
一
日
現
在
で

国
勢
調
査
か
行
な
わ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
五
年
ご
と
に
行

な
わ
れ
る
国
の
基
本
的
な
統
計

調
査
で
、
そ
の
重
要
な
こ
と
は

申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
と

く
に
今
凹
の
昭
和
三
十
五
年
国

勢
調
査
は
十
年
ご
と
に
行
な
わ

れ
る
大
規
模
調
査
に
あ
た
っ
て

の
か
か
ら
な
い
よ
う
と
く
に
ご

注
意
下
さ
い
。

、
入
場
券
の
半
片
は
必
ず

受
取
り
ま
し
ょ
う

ご
承
知
か
と
思
い
ま
す
が
、

入
場
税
は
、
観
客
の
皆
さ
ん
が

ご
負
机
す
る
間
催
税
で
あ
り
ま

し
て
、
こ
の
税
金
は
、
国
か
ら

地
方
淡
与
と
し
て
各
県
に
配
分

さ
れ
、
逝
路
改
修
、
教
育
施
設

等
県
民
の
利
賊
の
た
め
使
川
さ

シシ函一寺ママ寺一一一一一一一

別
多
く
は
な
り
ま
せ
ん
。
米

の
自
由
似
売
に
な
っ
た
時
に

一
番
損
を
す
る
の
は
皆
さ
ん

農
家
で
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
保
有
量
以
外

は
全
部
予
約
し
ま
し
ょ
う
。

予
約
後
に
お
い
て
天
候
や
病

木
年
も
米
の
予
約
す
る
時

期
と
な
り
ま
し
た
。

米
の
統
制
を
統
け
て
い
た
だ

く
た
め
に
全
壯
の
予
約
を
実

施
し
ま
し
ょ
う
。
政
府
に
多

く
予
約
を
し
て
も
税
金
は
特

早
め
に
い
た
し
ま
し
よ
う

米
の
売
渡
予
約

Ｉ
～
国
勢
調
査
に
つ
い
て
〃
Ｉ

只
今
生
産
組
合
長
に
於
い

て
農
家
の
皆
さ
ん
宅
を
訪
れ

て
予
約
に
つ
い
て
話
合
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
特
段
の

御
協
力
に
よ
り
高
萩
市
木
年

度
の
目
標
一
五
、
三
五
○
俵

を
完
遂
し
た
い
と
考
え
て
居

恥
、
ｚ
、
津
李
杢
ｄ
Ｊ
ｏ

害
に
よ
り
減
収
し
た
場
合
は

必
ず
皆
さ
ん
の
申
請
に
よ
り

減
額
補
正
を
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
又
予
約
鍵
励
金

が
つ
き
尚
か
つ
一
俵
八
百
円

の
前
渡
金
が
参
り
ま
す
。

い
ま
す
。
尚
国
際
連
合
が
提
唱

し
勧
告
し
て
い
る
世
界
人
ロ
セ

ン
サ
ス
計
画
の
一
環
と
な
る
も

の
て
、
国
際
的
に
も
重
要
な
意

義
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
そ
の
節
は
調
査
員
が

伺
い
ま
す
か
ら
正
し
い
調
査
が

出
来
ま
す
よ
う
切
に
御
協
丈
の

ほ
ど
お
願
い
い
や
』
し
ま
す
。

れ
て
お
り

寺
〃
戸
』
戸
一
冬
」

ｆ
ン
、
疋
冴
診
，
、
§
く
ぅ
、
く
く
ず
可
、
く
げ
？
サ
ク
ｊ
‐
ｊ
、
く
く
”
↑
、

れ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
入
場
税
は
、
皆
さ
ん

が
、
映
画
館
等
へ
入
場
の
際
、

入
場
券
の
半
片
を
受
取
る
こ
と

に
よ
り
正
し
く
国
へ
納
入
さ
れ

る
し
く
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
入
場
の
際
は
必
ず
入
場

券
の
半
片
を
受
取
る
よ
う
特
段

の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
萩
税
務
署

建〆へ、》〉》一
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